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1　は　じ　め　に

本研究は，無加温出芽及びプール育苗を前提条件として，

水稲移植栽培において負担の大きい育苗箱運搬作業を省力

化するため，育苗箱を用いずにパイプハウス内に設置した

播種床に直接播種作業する育苗法（以下，箱なし育苗とい

う）の開発を目指している。本朝では箱なし育苗に用いる

播種枠の構造及び床土量の節減と移植前早期落水による苗

の軽量化について報告する。

2　試　験　方　法

（1）播種枠

播種枠の資材には塩化ビニール製のLアングルと平板を

用いた。Lアングルを130cm幅の育苗用プール内に育苗箱

の内寸と同じ28cm間隔に並べ，平板をLアングルに1m間

隔で組み合わせて，1枠当たり幅28cmx長さlmx高さ3

印の播種枠を作成した（図1，2）。

（2）床土量と移植前の落水時期

上記の播種床で得られる苗の軽量化を図るために，プー

ル育苗の利点を活かした床土量の節減と移植前の落水時期

について検討した。箱なし育苗の床土量を1枠当たり1200

g，1800g，2400g，3000g（育苗箱1箱当たりの換算）

とし4試験区を設定した。対象区として，育苗箱を用い床

土量を1箱当たり2400gとした区を設定した。

また，移植前の落水については，53時間前，29時間前，

5時間前とした。

（3）播種作業行程

箱なし育苗での播種作業行程を図3に示す。播秤作業後

無加温出芽し，その後はプール育苗法で管理する。なお，

播種作業に用いた試作播種機については「水稲平床用播種

作業機の開発　第2報　自走式播種作業機1）」で報告して

いる。

（4）耕種概要

耕種概要は以下のとおりである。

播種期：1996年4月19日

試供品種：ひとめぼれ

播種量：180g／育苗箱（催芽籾垂）
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追　　肥：1彙期に液肥を流人施肥

移植期：1996年5月10日（育苗期間　21日）

3　試験結果及び考案

作成した播種枠は，育苗期間中の苗の伸長によって変形

することはなく，移植時には播種枠と同形状の苗が得られ

た。播種枠は塩化ビニール製のLアングルと平板を組み合

わせて作成するが，その際平板とプールの底に敷くビニー

ルとの間に数m程度の隙間が生じたため（図2），移植直

前には播種枠間で根が絡む現象がみられたが運搬時には容

易に巻き取ることができた。

栢なし育苗での出芽は床上竃の少ない1200g区が最も出

芽揃いが良好であり，床上妃を多くした2400g区及び3000

g区では播種枠中央部での出芽揃いが不良となった。これ

は，播種前のプール落水を播種当日に行ったため，播種枠

内の床土屋が多いほど枠中央部の排水が不良となり，播種

後かん注した殺菌剤が床上内へ浸透せず床上Lに溜まった

ための薬害又は過湿による出芽障害であると考えられ，今

後は播種前の落水時期についての検討が必要である。

移植時の苗質については，床土屋が少ないほど充実度が

低くなる傾向がみられたが．床土員の少ない1200g区でも

1．0以上の充実度を確保しており，床土星を少なくしても

概ね良好な苗が得られた（表1）。床土塁を同慶とした箱

なし育苗区（2400g区）と慣行プール育苗区（慣2400g区）

を比べると，箱なし育苗区はやや生育が遅れたが充実度は

ほぼ同程度であった（表1）。

表1　移植時の苗質

試験区名 草丈　糞数　最大椴長　乾物垂（喝／本）充実度
（CⅡl）（糞）（cm）茎安部　根部（曙／Ⅷ）

1200g区　11．7　　2．8　12．3　12．3　　4．1　1．05
1800g区　11．8　　2．9　　8．2　12．7　　3．5　1．08
2400g区　10．2　　2．8　　7．9　12．9　　4．2　1．26
3000g区　11．1　3．0　　9．3　13．8　　3．8　1．24

慣2400g区　12．2　　3．2　　9．116．1　4．4　1．32

注．充実度とは草丈1cm当たりの地上部乾物垂を示す

また，硬水時期については，移植53時間前に落水した苗

重員は，移植3時間前に落水した苗東員に比べ60％程度軽

くなっており，苗の軽量化を図る方法として移植前の落水

時期を早めることは有効であった（図4）。しかし．移植

後の活着程度については未検討であり，今後，落水時期と

活着程度について検討していく。

箱なし育苗で得られた苗を乗用田植機を用いて移植した

結果，各試験区間における植付深，植付本数の差はみられ

ず，移植精度は良好であった（図5，6）。
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図4　移植前の落水時期と苗重量
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12〔氾区　1抑区　24〔沿区　3∝刀区試験区名

図5　移植時の植付深

12〔D区　l弧区　24〔旧区　3∝追区試験区名

図6　移植時の植付本数

4　ま　と　め

育苗用プール内に塩化ビニール製のLアングル及び平板

で作成した播種枠を設置して育苗した結果，床土星を慣行

員とした場合は，慣行プール育苗で得られる苗と苗質はほ

ぼ同程度であり，乗用田植機による移植精度も良好であっ

た。また，箱なし育苗で得られる苗の軽虫化については．

床土虫の節減及び移植前の早めの落水が有効であった。な

お，この試験では平板の間隔を1mとしたが，この長さを

調整すればロングマットの育苗も可能となる。
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